
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。「
全

国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
」

理
事

　
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
か
ら
、
10
分
く
ら
い
歩

く
と
、小
高
い
丘
に
着
く
。
一
般
に「
松

戸
の
丘
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
地

に
は
、
江
戸
か
ら
明
治
に
変
わ
り
、
将

軍
家
を
降
り
た
徳
川
慶
喜
の
弟
、
徳
川

昭
武
が
隠
棲
し
た
戸
定
邸
と
広
い
庭
園

か
ぶ
。
松
戸
の
そ
れ
を
ル
ー
ブ

ル
城
の
庭
園
と
比
べ
る
の
は
か

わ
い
そ
う
だ
が
、
共
通
点
は
、

平
面
的
＆
対
称
的
な
幾
何
学
的

配
置
で
あ
る
。

　
現
地
を
４
月
８
日
に
訪
ね

が
赤
御
影
石
の
石
碑
に
刻
さ
れ
て
い

る
。

丘
の
上
雲
母
（
き
ら
ら
）
の
色
の
江
戸

川
の
／
見
ゆ
る
あ
た
り
一
む
ら
の
罌
粟

（
け
し
）

う
す
も
の
の
女
の
友
を
待
ち
得
た
る
／

松
戸
の
丘
の
ひ
な
げ
し
の
花

　
晶
子
は
、大
正
13
年
（
１
９
２
４
年
）

初
夏
に
実
際
に
園
芸
専
門
学
校
に
立
ち

寄
っ
て
、
短
歌
60
首
を
呼
ん
だ
と
い

う
。
与
謝
野
晶
子
の
顕
彰
は
、
平
成
21

年
（
２
０
０
９
年
）
の
千
葉
大
学
園
芸

学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念
で
設
置
さ

れ
た
と
い
う
。
次
回
に
紹
介
す
る
戸
定

公
園
で
も
石
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
続
く
）

と
な
っ
て
い
る
。
ル
ー
ブ
ル
の
庭
園
で

は
、池
が
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、

松
戸
の
場
合
に
は
、
大
理
石
の
水
鉢
状

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
花
壇
に
立
っ
て
い

る
。

　
中
央
の
水
鉢
状
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に

は
、東
西
南
北
の
位
置
に
、「
典
」「
大
」

「
金
」「
玖
」
の
４
文
字
と
思
わ
れ
る

刻
字
が
あ
る
。
そ
の
意
味
は
今
の
と

こ
ろ
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
庭
園
は
、

１
９
１
０
年
代
に
前
身
の
園
芸
専
門
学

校
の
林
脩
巳
（
は
や
し
・
の
ぶ
み
）
講

師
と
、
学
生
た
ち
が
庭
園
実
習
と
し
て

造
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

だ
ろ
う
。
そ
の
掘
り
起

こ
し
を
し
て
み
よ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
と

い
え
ば
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
の
庭
園
が
思
い
浮

　
こ
の
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
は
、
日
比
谷

公
園
、
新
宿
御
苑
、
岩
崎
邸
庭
園
に
つ

い
て
第
４
番
目
と
古
い
。
林
先
生
は
、

英
仏
米
で
園
芸
修
行
を
し
て
き
て
お

り
、
上
記
の
造
園
に
も
関
り
、
専
門
家

と
し
て
開
校
さ
れ
た
県
立
園
芸
専
門
学

校
の
講
師
に
就
任
し
た
の
だ
っ
た
。

　
林
先
生
は
、
庭
園
実
習
で
学
生
を
動

員
し
て
土
手
を
切
り
崩
し
、
モ
ッ
コ
で

運
ん
で
地
盤
を
作
る
作
業
を
積
み
重
ね

て
校
舎
に
併
設
し
た
庭
園
を
造
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
の
ほ
か
、
冒
頭
に
述

べ
た
イ
タ
リ
ア
式
庭
園
、
イ
ギ
リ
ス
風

景
式
庭
園
、ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
な
ど
は
、

林
先
生
と
学
生
に
よ
っ
て
実
習
で
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
実
習
を
体

験
し
た
名
誉
教
授
も
い
る
と
い
う
。

―
松
戸
の

　
　
　
丘
を
歌
う

　
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
の
傍
ら
に
は
、
与

謝
野
晶
子
の
歌
碑
が
あ
る
。
次
の
２
首

る
。
そ
こ
で
、「
地
元
力
発
見
！
」
と

し
て
、
２
回
に
わ
た
り
「
松
戸
の
丘
」

を
取
り
上
げ
た
い
。

　
そ
の
１
回
目
と
し
て
、
千
葉
大
学
園

芸
学
部
の
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
に
着
目
し

た
。
隣
接
し
て
、
イ
タ
リ
ア
庭
園
と
イ

ギ
リ
ス
風
景
式
庭
園
が
あ
る
。し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
の
方
が
規
模
も
大
き

く
、
こ
れ
は
「
地
元
力
」
と
呼
び
得
る

た
。
ま
だ
、
芝
生
は
薄
茶
色
で

庭
園
の
幾
何
学
的
配
置
に
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
弱
い
。
そ
の
他
の

草
花
も
ま
だ
生
気
（
精
気
）
は

弱
い
。
そ
れ
で
も
パ
ン
ジ
ー
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
は
春
を
主

張
し
て
い
る
。

　
写
真
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス

式
庭
園
は
、
左
右
前
後
が
対
称

で
、
そ
の
中
心
に
円
形
の
花
壇

が
あ
る
。

　
昭
武
の
居
宅
と
庭
園
は
、
戸
定
公
園

（
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
）
と
呼
ば
れ
る

市
営
の
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と

隣
接
し
て
千
葉
大
学
園
芸
学
部
の
キ
ャ

ン
パ
ス
が
広
が
っ
て
い
る
。同
学
部
は
、

１
９
０
９
年
に
開
校
し
た
千
葉
県
立
園

芸
専
門
学
校
が
前
身
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
、
６
年
前
ま
で
千
葉
大
学
工

学
部
（
千
葉
市
）
に
勤
め
て
い
た
が
、

こ
れ
ま
で
松
戸
市
の
園
芸
学
部
と
は
あ

ま
り
縁
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
元
学

長
で
元
園
芸
学
部
長
で
も
あ
っ
た
古
在

豊
樹
氏
に
、筆
者
の
一
般
社
団
法
人「
洸

楓
座
」
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
ま
ち
な

か
大
学
院
」
の
名
誉
学
長
に
就
任
し
て

頂
い
た
こ
と
と
、
筆
者
の
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
が
松
戸
市
に
あ
る
こ
と
で
、
い
ま

で
は
松
戸
と
の
縁
が
濃
く
な
っ
て
い

松
戸
の
丘
の
威
風 

㊤

─
─
千
葉
大
学
園
芸
学
部
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園

園芸学部の研究棟や図書館に囲まれたフランス式
庭園（春先で芝生がはっきりしない）

傍
ら
に
あ
る
与
謝
野
晶
子
の
句
碑


